








要約・慢性疾患をもつ子どもの頻度と教育の場を検討した。小児慢性特定疾患給付対象者

の資料、市町村立小中学校における病気療養児の調査、およぴ県内の主な病院への長期入

院児の調査によった。埼玉県(小中学生 66 万名)において、約 6, 500 名の慢性の病気をも

った子どもがいる。学校で病気療養児と考えられているのは約 2, 500 名であった。その

大部分は普通学校に通学していて、現に養護学校での対応を受けているのは 91 名で、そ

の他に院内学級等で対応すべき子どもが 150 名程度いると推定された。普通学校の教師に

対する疾病教育が重要と思われた。


